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㌶
を
栽
培
し
、
約
83
㌧
の
出
荷
を
計
画
。

全
量
を
鹿
児
島
く
み
あ
い
食
品
に
出
荷
し

ま
す
。
Ｊ
Ａ
大
根
占
支
所
に
よ
る
と
、
今

年
産
は
、
暖
冬
の
影
響
で
肥
大
が
良
く
、

や
や
大
き
め
で
良
質
だ
と
い
い
ま
す
。

　

生
産
者
部
会
で
は
、
県
の
農
林
水
産
物

認
証
制
度
「
Ｋ
―
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
を
取
得
。
高

品
質
な
ニ
ン
ジ
ン
生
産
の
維
持
を
図
り
ま

す
。
出
荷
は
２
月
下
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
大
根
占
支
所
管
内
産
ニ
ン
ジ
ン
の

出
荷
が
、
２
月
上
旬
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　

生
産
者
ら
は
、
１
本
ず
つ
手
作
業
で
ニ

ン
ジ
ン
を
引
き
抜
き
、
選
果
し
な
が
ら
葉

を
切
り
落
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
選
果
場
に
持
ち

込
み
ま
す
。
選
果
場
で
は
、
日
量
約
４
㌧

の
ニ
ン
ジ
ン
を
洗
浄
・
選
別
し
、
箱
詰
め

し
ま
す
。

　

令
和
３
年
産
は
、
生
産
者
４
戸
で
約
２

企
画
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
住
民
ら
に
参
加
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

来
場
者
は
、
検
温
や
手
指
の
消
毒
、
マ

ス
ク
の
着
用
な
ど
の
感
染
対
策
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

ま
い
た
福
豆
は
、
１
月
下
旬
に
地
元
の

神
社
で
厄
払
い
や
疫
病
退
散
を
祈
願
し
た

も
の
。そ
の
う
ち
約
１
０
０
袋
に
は
、ど
っ

菜
市
場
の
商
品
と
引
き
換
え
る
シ
ー
ル
を

貼
り
付
け
ま
し
た
。

　

肝
付
町
か
ら
訪
れ
た
40
代
の
女
性
は

「
地
域
で
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
か
ら
家

に
引
き
こ
も
り
が
ち
だ
っ
た
が
、
豆
ま
き

で
騒
い
で
元
気
が
出
た
。
ウ
イ
ル
ス
も
厄

も
退
散
し
て
ほ
し
い
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

か
ご
し
ま
ブ
ラ
ン
ド
の
産
地
指
定
を
受

け
る「
な
ん
ぐ
う
地
区
の
春
バ
レ
イ
シ
ョ
」

の
出
荷
が
始
ま
り
、
当
Ｊ
Ａ
と
、
Ｊ
Ａ
な

ん
ぐ
う
地
区
ば
れ
い
し
ょ
専
門
部
会
は
２

月
16
日
、
Ｊ
Ａ
根
占
バ
レ
イ
シ
ョ
選
果
場

で
、
安
全
祈
願
祭
と
初
荷
出
発
式
を
開
き

ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
と
し

て
例
年
よ
り
式
典
の
規
模
を
縮
小
。
部
会

役
員
と
Ｊ
Ａ
職
員
ら
25
名
が
出
席
し
、
玉

串
を
奉
納
し
て
、
安
全
操
業
を
祈
り
ま
し

た
。

　

令
和
３
年
産
は
、
前
年
並
み
の
約

　

当
Ｊ
Ａ
は
２
月
２
日
、
ア
グ
リ
パ
ー
ク

か
の
や
で
「
福
福
豆
ま
き
祭
」
を
初
め
て

開
き
ま
し
た
。

　

ど
っ
菜
市
場
の
屋
根
の
上
に
乗
っ
た
下

小
野
田
組
合
長
ら
が
「
鬼
は
外
、
コ
ロ
ナ

も
外
」
と
声
を
出
し
な
が
ら
、
地
域
住
民

ら
約
２
０
０
名
に
向
か
っ
て
約
２
０
０
０

袋
の
福
豆
を
ま
き
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
暗
く
沈
み

が
ち
な
地
域
の
雰
囲
気
を
、
少
し
で
も
元

気
に
し
よ
う
と
、
ど
っ
菜
市
場
を
中
心
に 福豆に手を伸ばす来場者ら

ニンジンを収穫する生産者ら

きもつきNEWS

みのり 2021.3　2



　

当
Ｊ
Ａ
は
２
月
上
旬
、
Ｊ
Ａ
や
㈱
き
も

つ
き
が
運
営
す
る
飲
食
店
に
、
全
国
で
料

理
講
師
と
し
て
活
躍
す
る
料
理
人
の
森
野

熊
八
さ
ん
を
招
き
ま
し
た
。
各
店
舗
の
担

当
者
ら
は
、
森
野
さ
ん
と
調
理
や
試
食
を

行
い
、
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
や
㈱
き
も
つ
き
は
、
地
域
農
業
の

魅
力
を
発
信
し
よ
う
と
、
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
「
彩
食
豊
美
」
や
、
ラ
ー
メ
ン
専
門
店

「
麺
屋
き
も
つ
き
」、
お
む
す
び
や
か
ら
揚

げ
な
ど
を
販
売
す
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
「
夢

す
び
屋
き
も
つ
き
」
な
ど
、
地
域
特
産
を

活
か
し
た
飲
食
店
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
は
、
各
店
舗
の
メ
ニ
ュ
ー
更
新
や
、

担
当
者
の
調
理
技
術
向
上
を
図
ろ
う
と
、

以
前
か
ら
交
流
の
あ
っ
た
森
野
さ
ん
に
声

を
掛
け
、
ア
ド
バ
イ
ス
や
指
導
を
仰
ぎ
ま

し
た
。

　

担
当
者
ら
は
、
女
性
向
け
の
メ
ニ
ュ
ー

や
味
付
け
な
ど
を
森
野
さ
ん
に
相
談
。
新

メ
ニ
ュ
ー
開
発
の
ヒ
ン
ト
を
探
り
ま
し
た
。

　

彩
食
豊
美
の
調
理
を
担
当
す
る
勢
津
仁

志
さ
ん
は
「
新
た
な
方
向
性
が
見
え
、
良

い
刺
激
に
な
っ
た
。
ス
タ
ッ
フ
の
自
信
に

も
繋
が
っ
た
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
や
鹿
児
島
大
学
、
ソ
フ
ト
ウ
エ

ア
開
発
を
手
掛
け
る
ロ
ボ
ネ
ッ
ト
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
鹿
屋
市
）
な
ど

で
つ
く
る
「
鹿
児
島
県
さ
つ
ま
い
も
ス

マ
ー
ト
農
業
実
証
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
は

２
月
16
日
、
同
市
文
化
会
館
で
「
ス
マ
ー

ト
農
業
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
き
ま
し
た
。

　

地
域
の
農
家
や
関
係
機
関
な
ど
約

１
６
０
名
が
参
加
。
ア
グ
リ
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
ジ
ャ
パ
ン
の
合
瀬
宏
毅
副
理
事
長

や
日
本
農
業
情
報
シ
ス
テ
ム
協
会
の
渡
辺

智
之
代
表
理
事
を
ゲ
ス
ト
に
招
き
、
基
調

講
演
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
意

見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

同
大
学
や
鹿
屋
市
、
肝
付
町
、
Ｊ
Ａ
は
、

現
在
取
り
組
ん
で
い
る
ス
マ
ー
ト
農
業
の

事
例
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
紹
介
。
こ

れ
か
ら
の
地
域
農
業
が
、
ス
マ
ー
ト
農
業

に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
く
か

に
つ
い
て
情
報
共
有
し
ま
し
た
。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
農
家
は

「
ス
マ
ー
ト
農
業
は
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

農
業
を
担
う
若
い
農
家
だ
け
が
取
り
組
む

も
の
だ
と
誤
解
し
て
い
た
。
各
団
体
の
取

り
組
み
を
知
っ
て
、
高
齢
農
家
も
積
極
的

に
参
画
す
べ
き
だ
と
感
じ
た
」
と
話
し
ま

し
た
。

１
２
８
㌶
を
、
生
産
者
３
２
０
戸
が
栽

培
。
約
３
２
１
０
㌧
の
出
荷
を
計
画
し
ま

す
。
Ｊ
Ａ
根
占
支
所
に
よ
る
と
、
昨
年
12

月
下
旬
の
強
風
や
寒
波
で
、
一
部
の
地
区

で
は
生
育
に
遅
れ
が
あ
っ
た
が
、
現
在
は

順
調
に
回
復
し
て
い
る
。
品
質
も
良
好
で
、

３
月
下
旬
か
ら
４
月
中
旬
に
か
け
て
出
荷

ピ
ー
ク
を
迎
え
る
見
込
み
だ
と
い
い
ま
す
。

　

出
席
者
ら
は
、
大
き
な
拍
手
で
初
荷
約

10
㌧
を
積
ん
だ
ト
ラ
ッ
ク
を
見
送
り
ま
し

た
。同
部
会
長
の
上
大
川
六
男
さ
ん
は「
生

産
者
と
関
係
機
関
の
連
携
を
強
化
し
、
消

費
者
か
ら
さ
ら
に
信
頼
さ
れ
る
産
地
と
し

て
ブ
ラ
ン
ド
を
維
持
し
た
い
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

森野さん㊨と調理する彩食豊美のスタッフ

シンポジウムの様子

良質なバレイショを手に笑顔の上大川会長㊧と
ＪＡの日髙隆南部ブロック統括支所長
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校
長
と
生
徒
の
代
表
ら
へ
、
乗
用
草
刈
機

１
台
と
刈
払
機
７
台
の
目
録
な
ど
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
乗
用
草
刈
機
は
３
月
下
旬
に
納

車
さ
れ
ま
す
。

　

馬
場
校
長
は
「
受
け
取
っ
た
農
機
は
、

生
徒
の
使
用
頻
度
が
高
い
。
授
業
に
効
果

的
に
取
り
入
れ
、教
育
の
質
を
高
め
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
19
日
、
女
性
大
学
「
ア
プ
ラ

ス
カ
レ
ッ
ジ
」
第
１
期
の
閉
校
式
を
開
き

ま
し
た
。参
加
者
ら
に
下
小
野
田
校
長（
組

合
長
）
か
ら
卒
業
証
書
が
手
渡
さ
れ
ま
し

た
。

　

同
校
は
昨
年
７
月
に
開
校
。
毎
回
、
講

師
を
招
い
て
収
納
術
や
メ
イ
ク
術
、
ヨ
ガ

や
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
教
室
な
ど

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

卒
業
証
書
を
受
け
取
っ
た
参
加
者
は

「
貴
重
な
体
験
を
通
し
て
多
く
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
参
加
者
と
の
交
流
も
で
き

て
、と
て
も
楽
し
か
っ
た
」と
語
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
鹿
屋
支
所
管
内
の
茶
農
家
12
戸

と
荒
茶
工
場
１
戸
が
２
月
22
日
、
ア
ジ
ア

版
農
業
生
産
工
程
管
理
（
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ａ
Ｇ
Ａ

Ｐ
）
認
証
を
取
得
し
ま
し
た
。
茶
業
団
体

で
の
認
証
取
得
は
県
内
で
も
珍
し
い
取
り

組
み
。
よ
り
高
い
安
全
性
を
ア
ピ
ー
ル
し
、

消
費
拡
大
や
有
利
販
売
に
つ
な
げ
る
目
的

で
す
。

　

ア
ジ
ア
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
、
安
全
性
を
証
明
す

る
評
価
制
度
で
、
日
本
版
生
産
工
程
管
理

（
Ｊ
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
を
国
際
水
準
化
し
た
も
の
。

茶
の
生
産
工
程
管
理
に
は
、
食
品
安
全
、

環
境
保
全
、農
場
運
営
、労
働
安
全
、人
権
・

福
祉
の
５
つ
の
柱
に
基
づ
く
約
２
０
０
項

目
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

　

同
支
所
の
茶
農
家
ら
は
「
か
の
や
茶
Ｇ

Ａ
Ｐ
推
進
部
会
」
を
昨
年
９
月
に
発
足
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
鹿
児
島
は
、
農
業
振
興

や
担
い
手
育
成
支
援
の
一
環
で
、
県
内
の

農
業
高
校
と
農
業
関
係
学
科
が
あ
る
高
校

11
校
に
、
１
校
当
た
り
約
１
０
０
万
円
の

農
業
機
械
や
農
業
資
材
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

２
月
８
日
か
ら
順
次
、
地
元
Ｊ
Ａ
が
各

校
に
出
向
き
、
贈
呈
式
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

鹿
屋
農
業
高
校
へ
の
贈
呈
式
は
２
月
17

日
、
同
校
で
行
い
、
同
校
と
Ｊ
Ａ
の
関
係

者
ら
13
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
の
下
小
野
田
組
合
長
と
Ｊ
Ａ
肝

付
吾
平
町
の
今
吉
組
合
長
が
、
馬
場
昭
浩

ア
ジ
ア
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
得
に
向
け
、
Ｊ
Ａ
を

中
心
と
し
た
勉
強
会
の
実
施
、
会
員
ら
の

情
報
交
換
や
管
理
体
制
の
見
直
し
な
ど
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

会
長
の
池
田
三
郎
さ
ん
は
「
認
証
を
取

得
し
た
農
家
や
工
場
は
、
す
べ
て
経
営
形

態
が
異
な
る
た
め
、
管
理
体
制
の
統
一
に

苦
労
し
た
。
取
得
を
機
に
、
こ
れ
ま
で
に

な
い
新
た
な
Ｐ
Ｒ
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
に
も
挑
戦
し
た
い
」
と
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
２
月
17
日
、「
き
も
つ
き
革

新
塾
」
の
修
了
発
表
会
と
閉
講
式
を
Ｊ
Ａ

本
所
で
開
き
、
第
２
期
生
７
名
が
巣
立
ち

農業機械を贈呈した下小野田組合長㊧と今吉組合長㊨

卒業証書を手に笑顔の参加者ら（前列４名）

認証書を手に意気込みを語る池田会長
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閉
講
式
で
は
、
下
小
野
田
組
合
長
が
、

２
期
生
ら
に
修
了
証
書
を
手
渡
し
、
激
励

し
ま
し
た
。

　

２
期
生
で
、
畜
産
戦
略
事
業
課
の
吉
尾

琢
磨
さ
ん
は
「
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら

の
業
務
に
反
映
し
、
周
囲
や
環
境
に
良
い

影
響
を
与
え
る
職
員
に
成
長
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
語
り
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
と
キ
リ
ン
ビ
ー
ル
、
鹿
児
島
市

の
天
文
館
連
絡
協
議
会
と
、
同
市
の
飲
食

店
「
ダ
イ
ニ
ン
グ
・
メ
ブ
キ
」
は
、
ご
当

地
ハ
イ
ボ
ー
ル
「
天
文
館
で
で
す
×
で
す

で
す
ハ
イ
ボ
ー
ル
」
を
開
発
し
ま
し
た
。

３
月
６
日
か
ら
、
天
文
館
の
飲
食
店
な
ど

で
一
斉
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

天
文
館
は
現
在
、
令
和
４
年
春
の
完
成

に
向
け
、
中
心
地
の
再
開
発
を
進
め
て
い

ま
す
。
ご
当
地
ハ
イ
ボ
ー
ル
の
開
発
・
普

及
を
通
し
て
、
地
域
の
魅
力
を
発
信
す
る

狙
い
で
す
。

　

天
文
館
で
で
す
×
で
す
で
す
ハ
イ
ボ
ー

ル
は
、
ウ
イ
ス
キ
ー
を
、
Ｊ
Ａ
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
飲
料
「
辺
塚
だ
い
だ
い
ソ
ー
ダ
」
で

割
り
、
鹿
児
島
産
ハ
バ
ネ
ロ
を
使
っ
た
メ

ブ
キ
の
商
品
「
で
す
で
す
ソ
ー
ス
」
を
数

滴
垂
ら
し
て
作
り
ま
す
。
分
量
や
作
り
方

は
、
動
画
投
稿
サ
イ
ト
（
Ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
）
で
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

関
係
者
ら
は
２
月
27
日
、
天
文
館
で
記

者
発
表
を
行
い
、
開
発
の
経
緯
な
ど
を
発

信
し
ま
し
た
。
天
文
館
で
で
す
×
で
す

で
す
ハ
イ
ボ
ー
ル
を
試
飲
し
た
出
席
者

は
「
辺
塚
だ
い
だ
い
ソ
ー
ダ
の
甘
さ
と
香

り
に
、
辛
さ
が
加
わ
っ
て
す
っ
き
り
と
し

た
味
わ
い
。
新
た
な
天
文
館
名
物
と
し
て
、

観
光
客
な
ど
に
も
人
気
が
出
そ
う
だ
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

発
表
会
に
は
、
出
水
市
と
錦
江
町
の
関

係
者
も
出
席
。
特
産
を
使
っ
た
ご
当
地
ハ

イ
ボ
ー
ル
第
２
弾
の
開
発
に
意
欲
を
見
せ

ま
し
た
。

ま
し
た
。

　

同
塾
は
、
経
営
戦
略
や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
の
研
修
を
通
し
て
、
Ｊ
Ａ
事
業
戦
略
の

企
画
立
案
な
ど
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
き
る

Ｊ
Ａ
の
中
核
的
な
職
員
を
育
成
し
よ
う
と
、

昨
年
度
に
開
講
。
塾
生
ら
は
、
若
手
職
員

で
す
。
同
塾
で
は
、
Ｊ
Ａ
の
課
題
を
抽
出

し
、
研
修
で
得
た
知
識
を
生
か
し
て
解
決

策
を
考
察
し
、
プ
レ
ゼ
ン
し
ま
す
。

　

２
期
生
は
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

①
職
員
間
の
情
報
共
有
ツ
ー
ル
、
②
農
畜

産
物
直
売
所
の
活
性
化
、
③
職
員
の
評
価

制
度
―
に
つ
い
て
提
案
し
ま
し
た
。

修了証書を手に笑顔の２期生ら

「天文館でです×ですですハイボール」をＰＲする関係者ら

「辺塚だいだいソーダ」など、展示したご当地ハイボールの材料

きもつきNEWS
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同
選
果
場
で
は
、
２
月
末
ま
で
に
約
30

㌧
を
受
け
入
れ
る
計
画
で
し
が
、
２
月
中

旬
に
、
Ｊ
Ａ
の
予
想
を
遥
か
に
上
回
る
生

産
者
が
掘
り
取
り
を
開
始
。
２
月
24
日
時

点
で
、
約
60
㌧
が
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
の
担
当
者
は
「
近
年
は
、
極
早
生

品
種
を
栽
培
す
る
生
産
者
が
増
え
て
い
る

た
め
、
多
少
は
出
荷
が
早
ま
る
と
予
測
し

て
い
た
が
、暖
冬
の
影
響
で
さ
ら
に
生
長
・

肥
大
が
早
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
分

析
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
垂
水
支
所
で
は
、
選
果
場
へ
職
員

を
派
遣
し
、
選
果
・
梱
包
作
業
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

串
良
地
区
と
垂
水
地
区
産
の
新
タ
マ
ネ

ギ
の
出
荷
が
、
例
年
よ
り
約
２
週
間
早
く

始
ま
り
ま
し
た
。
出
荷
は
、
４
月
上
旬
ま

で
続
き
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
産
の
新
タ
マ
ネ
ギ
は
、
苦
み
が

少
な
い
こ
と
が
特
長
で
、
消
費
者
か
ら
も

「
甘
く
て
み
ず
み
ず
し
い
」
と
人
気
が
あ

り
ま
す
。
令
和
３
年
産
は
、
串
良
支
所
と

垂
水
支
所
管
内
の
生
産
者
54
戸
で
約
９
・

２
㌶
を
栽
培
。
約
２
７
０
㌧
を
出
荷
す
る

計
画
で
す
。

選果される新タマネギ

イベント情報イベント情報
（一部変更になる場合があります）（一部変更になる場合があります）

きもつきNEWS
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クミアイ家庭薬に関するお問い合わせは
ＪＡ各支所または経済連生活課（０９９－２５８－５３２５）まで

※こちらの商品は店舗での扱いはありません。
　家庭薬配置員がお届けします。

【売却のみ】 （単位：頭・円）価格は税抜き

〈ＪＡ畜産部から〉
　２月子牛せり市について
は、国内での新型コロナウ
イルス感染拡大を受け緊急
事態宣言の延長が発表され
るなど、依然として枝肉相
場の先行きは不透明であり
ますが、購買者の空き牛舎
への導入意欲の高まりや内
食需要の増加に伴う和牛肉
消費への期待感もあり、平
均価格は810,204円（税込）
と前月比＋35,938円となり
ました。
　県内においても、新型コロ
ナウイルスの感染が継続発
生しております。こまめに手
洗い・うがいを心がけ、日々
の飼養管理に努めましょう。

毎日、大さじ1杯の“お酢”を摂りましょう！

黒酢プラスには
“元気の源 ”アミノ酸と酢酸

たっぷり！

さわやかりんご酢には
植物プラセンタ、高麗人参他
９つの健康素材を配合！

500ml 500ml
お得な 1,000ml

500ml　　1,944 円（税込）
1,000ml　 3,456 円（税込） 500ml　　1,944 円（税込）

10倍希釈

ど
ち
ら
も
、

お
な
か
に
う
れ
し
い

オ
リ
ゴ
糖
、食
物
繊
維
も

配
合

２月分 畜産情報

9　2021.3 みのり



月額購読料：１カ月 2,623 円（税込）
購読のお申し込みは、お近くのＪＡ窓口まで

知る、活かす、つなぐ ～ JAグループ情報共有運動

常に農家の幸せを
第一に考えた報道により、
日本の食と農を応援します。

農業資金はＪＡバンクへ！

対象資金の融資を受けられる方に、対象資金の融資を受けられる方に、
保証料を全額助成します。保証料を全額助成します。

〈対象資金〉
　・農業近代化資金
　・アグリメイク資金
　　のいずれか

〈申し込み対象者〉
　 認定農業者、認定新規就農者、集落営農組織、

一定の条件を満たす農業者など

※原則、無担保・無保証人で
　　　　　　　　ご利用いただけます。

詳しくは、お近くのＪＡでお尋ねください。

みのり 2021.3　10



氏　

名

年　齢

歳

住　

所

最寄りのＪＡ

支所

電話番号 ー　　　　　－

今月号の気になった記事（感想）

〈 必ずお書きください 〉
①氏名、②年齢、③住所、④最寄りのＪＡ、⑤電話番号、
⑥記事の感想
〈 締め切りについて 〉
　地域によって、本誌がお手元に届く日が異なるため、応
募締め切り日は設けておりません。次号が届くまでを目安
にご応募ください。

タテのカギ
②　 速度違反の交通取り締まり
をこう言うことも

⑤　仏様の頭の渦巻き
⑦　名を捨てて――を取る
⑧　お清めにも使う調味料
⑨　円を描くときに使います
⑪　 人数確認のために――を
取った

⑫　 ボビンに巻いてミシンに
セットします

⑭　 クロワッサンやコロネ、マ
フィンなど

⑮　 コウゾやミツマタの繊維を
すいて作ります

⑯　 花より団子、色気より――
なのです

⑰　三蔵法師の旅物語と言えば

ヨコのカギ
①　 桃の節句に付きものの寿司
②　 体温計であるかどうか調べ
ます

③　 理科で学ぶ動物プランクト
ンの代表格

④　 難関を――して大学に合格
した

⑥　恥ずかしい時に赤らめます
⑨　 萩本欽一と坂上二郎のお笑
いコンビ、――55 号

⑩　 乳液や化粧水、パックなど
を使って行います

⑪　 「元気で留守がいい」と言う
人も

⑬　 友人と――もない話で盛り
上がった

⑭　円周率を表すギリシャ文字
⑯　 アスパラガスやウドは主に
この部分を食べます

クロスワードパズルの答え（2021 年３月号）

 ● 大感謝祭、コロナ禍で慎重に検
討して開催した様子がよくわか
りました。今後もアグリパーク
かのやでのイベント開催を期待
します！　　　　（大根占・72歳）
〇 これからは、コロナ禍で如何に
して行動・実現していくかが求められますね！

● 中学生に畜産の授業を開いた記事、うちの息子も参加
し、貴重な体験をさせてもらったと喜んでいました！
〇 生徒さん達、楽しそうでしたよ！私も取材しながら勉
強させてもらいました。

解 答

63円切手を貼って郵送するか、
　　　　　切手を貼らずにＪＡ支所窓口へご持参ください。

ハ ツ ユ メ ワ タ

ゴ ウ シ オ ド キ

イ カ リ カ メ

タ モ ヤ シ ム

ハ コ ラ イ ス

ス カ ン ク ト ビ

ミ リ ク ロ マ メ
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鹿
屋
市
白
崎
町
一
番
一
号

Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ
き

　
　

広
報
誌「
み
の
り
」係

８９３００１６

郵  便  は  が  き

63円切手を貼っ
て郵送するか、
切手を貼らずに
ＪＡ支所窓口へ
ご持参ください。

✂

✂

　新型コロナウイルスのワクチン接種が始まりました。管内の行
政でも専門チームが設置されるなど、動きが出てきています。
　広報マンとしては、撮影する皆さんの様々な表情を写真に収め
たいのですが、このご時世、マスクが必須。
　「マスクしていて誰がどんな顔をしているかわからない」とい
うお気持ちも分かりますが、各メディアにおいて「マスクもして
いない人たちが屋内で密接して撮影してる」など、視聴者・読者
から批判や指摘があることから、ＪＡの広報においては、少人数・
屋外・屋内の集合写真でも皆が正面を向いている場合にのみ、撮
影の間だけマスクを外していただくようにお願いしています。
　私も気持ちは読者の皆様と同じく『早く収束してほしい』。落
ち着いたら、また表情いっぱいの写真を撮りますので、ご理解を
よろしくお願いします。そ

大根占支所管内大根占支所管内

鳥鳥
とりごえとりごえ

越越　　啓啓
け い たけ い た

太太  さんさん
平成３年７月10日生平成３年７月10日生

❶ 
❷ 

❸ 
❹ ❶ ❷ ❸

　

鳥
越
さ
ん
は
、
ご
両
親
と
協
力
し

な
が
ら
、
ピ
ー
マ
ン
約
10
㌃
を
栽
培

し
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
は
工
業
系
の
会
社
員
と
し

て
働
い
て
い
ま
し
た
が
、「
い
つ
か

は
実
家
の
農
業
を
継
ご
う
」
と
考
え

て
い
た
そ
う
で
、
今
年
で
就
農
２
年

目
を
迎
え
ま
す
。

　
「
幼
い
頃
か
ら
両
親
を
見
て
『
農

業
は
大
変
そ
う
だ
』
と
漠
然
と
し
た

イ
メ
ー
ジ
は
持
っ
て
い
ま
し
た
。
実

際
に
や
っ
て
み
る
と
、
想
像
以
上
に

大
変
で
し
た
」
と
苦
笑
い
を
浮
か
べ

ま
す
。
そ
れ
で
も
、
学
生
時
代
に
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
鍛
え
た
体
力
と

精
神
で
、
ご
両
親
か
ら
技
術
を
学
ぼ

う
と
懸
命
に
つ
い
て
い
き
ま
す
。

　
「
作
業
の
段
取
り
な
ど
を
見
て
い

る
と
、
真
似
で
き
な
い
ほ
ど
効
率
が

よ
く
て
・
・
・
。
改
め
て
両
親
を
尊

敬
し
ま
し
た
」
と
、
照
れ
な
が
ら
教

え
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
２
人
の
お
子
さ
ん
に
も

恵
ま
れ
、
お
父
さ
ん
と
し
て
も
、
ま

す
ま
す
気
合
い
が
入
る
鳥
越
さ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
両
親
か
ら
教
わ
る

一
つ
一
つ
の
作
業
を
確
実
に
行
い
な

が
ら
、
栽
培
技
術
に
磨
き
を
か
け
て

い
き
た
い
と
、
目
を
輝
か
せ
て
話
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

１． 学識経験役員（理事・監事）及び員外監事候補者の推薦について
２．参事の解任・担当替えについて
３．参事の選任について
４．出資金差押えによる出資減口処理について
５．令和３年度コンプライアンス関連計画（案）について
６．㈱農協観光に係る外部出資減損処理について
７．令和３年度内部監査計画（案）について
８．信用事業方法書（内国為替取引）の一部変更について
９． 令和２年度肉用牛生産基盤強化等対策事業のリース資産取得

について
10．その他

　第 11 回理事会を２月 24 日に開き、
以下の議案について話し合いました。
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